
 …「ひきこもり」笑顔への一歩… 

令和７年度 村上・岩船地域自立支援協議会 権利擁護部会 

 障がいへの理解・啓発講演会（6/8）実施報告 

 

＊子どもから成人まで広い年代にわたって問題になっているひきこもりという現象。 

誰にでも起こりうる自分の身を守る反応の一つであるといわれています。 

ひきこもりの背景には特定の精神疾患や発達障がいがみられる場合があり、また、本人にとって

も非常にストレスがかかる状況であり、そこからさまざまな精神疾患が二次的に生じることもあり

ます。 

 

＊そこで今年度は、ひきこもりについての理解を 

促進するとともに、当事者が地域の活動等に参加 

できるよう環境を整えることや、「生きづらさを 

抱える人への支援」、「相談しやすい地域づくり」 

について考えることを目的として、ＮＰＯ法人  

新潟ねっと代表理事 村山賢様による基調講演と、 

第２部では『人とのつながりを取り戻すためにで 

きること』のテーマの下、お三方から実践報告を 

していただきました。（下記枠内参照） 

 

＊ひきこもりは社会的な問題であることから、地域社会におけるひきこもりへの偏見（本人の甘え、

怠け、親の育て方が悪いなど）や差別的な対応は、当事者や家族を追い詰め、孤立させる要因とな

ります。それゆえ、ひきこもりという状態を問題視するのではなく、ひきこもりの状態を原因とし

て生じる当事者や家族等に起きる問題に着目して、当事者や家族の尊厳を回復し自己肯定感の向上

を図っていけるよう支援することの大切さを再認識させていただきましたが、主要なポイントは

「変化なしを継続する。」⇒「変えようとしないからこそ変わる。」ことになるでしょうか。 

地道な努力を続けたいものです。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈委員の方々のご紹介・リレートーク〉 

 

今回は「社会福祉法人 阿賀北福祉会 やまやの里 

工藤 一美 さん」です。    

 

― 地域の皆さまへ ― 

 

まずは、私の勤務する法人を紹介させてください。社会福祉法人 阿賀北福祉会は４つの事業所を運営しており

ます。「障害者支援施設やまやの里」は、現在５０名の利用者の皆様が生活されています。 同じ敷地内には「通所生

活介護事業所ぱれっと」（定員２０名）、その向かいには「養護老人ホームやまゆり荘」（村上市の指定管理）がありま

す。 また、荒川支所様の裏にグループホームそよかぜ（定員７名）を運営しており、法人職員約６０余名で利用者の

皆様の生活や活動を支えております。 

また、やまやの里、グループホームそよかぜでは地域で生活している障害をお持ちの方への施設体験や保護者の

レスパイトケアとして短期入所、体験利用サービスを提供しております。 いままで保護者の皆様、地域の皆様、関

係機関の皆様等多くの方のお力添えをいただいておりますことを、この場をお借りして心より御礼申し上げます。 

さて、やまやの里は国道７号線沿いに位置し、近隣にはスーパーやコンビニなど多くのお店がありますので、よく

買い物に出かけます。利用者の皆さんはとても楽しみにしています。私達職員も楽しんでいただけるよう計画をいろ

いろ考えます。 やまやの里では設立当初から買い物のほか、食事に出かけたり、イベントに出かけたりする機会を

大切にしてきました。それは、利用者の方が地域に出ていろいろな体験をするためだけでなく、この地域の一員とし

て地域の方とのふれあい、交流を大切にしたいから、でした。その姿勢は今も変わりありません。  

今、福祉の流れは、誰もが共に支えながら住み慣れた地域で生きていく共生社会へと変化しています。障害福祉

も大規模な居住型の施設から、少人数で地域のグループホームへとニーズは変化し、障害のある方も地域で生き

生きと働き、生活する場も増えました。今年設立３５年を迎えたやまやの里はこれからも利用者様や地域で必要とし

てくださる皆様に、安心して利用していただけるサービスを提供するため、職員一同努めてまいります。今後ともど

うぞよろしくお願いいたします。 
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～このまちに住んで良かったと言える地域づくりを目指して～ 

                  第２５号（令和７年９月発行） 

【基調講演】『生きづらさと共に歩む』 

～ひきこもりを理解し、支援するということ～ 

講 師：NPO 法人新潟ねっと 代表理事 村山 賢 氏 

【シンポジウム】『人とのつながりを取り戻すためにできること』 

登壇者：村上市福祉課 相談支援包括化推進員 渡辺 史 氏 

村上市社会福祉協議会 生活支援センターむらかみ 

センター長 忠  稔 氏 

（一社）えちごせきかわ四季の暮らし協議会 

代表理事 近 美千代 氏 

コーディネーター：村山 賢 氏 

～村上・岩船地域自立支援協議会 事務局～ 

◎村上市障がい者基幹相談支援センター 村上市三之町 1 番 1 号        ☎0254-75-5830 

◎関川村役場 健康福祉課  岩船郡関川村大字下関 912 番地         ☎0254-64-1472 

◎粟島浦村役場 保健福祉課 岩船郡粟島浦村字日ノ見山 1513 番地 11     ☎0254-55-2111 

◎関川村社会福祉協議会   岩船郡関川村大字上関 1244 番地 1        ☎0254-64-1400 
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